

























武 市 泰 彦
Development of Recording Tools for Living Activities in order to Collect Classified
Behaviors in Real Time
Yasuhiko TAKEICHI
ABSTRACT
In order to record an individual’s24 hour living activities, a method using a questionnaire or a
life log application is common. However, in the case of detailed living activities, at the time of ana-
lyzing the record, much time and labor are necessary to classify the living activities and confirm the
consistency of the time. The purpose of this study is to develop tools that allow users to classify
their detailed living activities in real time and easily record them in time series.
Before using the recording tools, we extract classified behaviors from a user’s past living activi-
ties. We describe categorized behaviors with one or two keywords from the extracted behaviors, and
create a classified behaviors list optimized for users. The user selects a behavior to be recorded from
the list, thereby improving the recording efficiency.
Over the five years from2012 to2016, we used recording tools and collected classified behav-
iors. For each classified behavior, we analyzed four types of data :1）totaling time, 2）number of
behaviors, 3）number of subdivided behaviors, and 4）number of time points.
As a result of the analysis, 2）, 3）, 4）of the 4 types of data increased gradually by year,
and when comparing2012 and2016, they increased to127．1％,137．1％ and140．6％, respectively.
Regarding the yearly transition of classified behaviors, there was a medium positive correlation be-
tween 1）totaling time and 2）the number of behaviors, with r＝0．40. There was a moderate posi-
tive correlation between 1）totaling time and 3）number of subdivided behaviors, with r＝0．42.
These results show the possibility that the recording tools classifies the individual’s living activi-
ties in real time and supports recording in time series.
KEYWORDS : Real time, Living Activities, Time Measurement, Life Log Application, Routine Manage-
ment, Classified behavior
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1 有償労働 11 主な仕事関連 111 主な仕事 85 682
13 通勤 131 通勤 2 2
2 無償労働
21 家事
211 食事の管理 3 150
214 住まいの手入れ・整理 1 1
23 買い物・サービスの利用 231 買い物 5 374
24 家事関連に伴う移動 241 家事関連に伴う移動 1 1
4 個人的ケア
41 睡眠関連 411 睡眠 1 1
42 身体的ケア
422 入浴 1 1
423 身の回りの用事 3 3
5 自由時間
52 交際
523 家族とのコミュニケーション 1 1
525 電子メール等による交際・付き合い 1 1
53 教養・趣味・娯楽 532 創作 1 1
54 スポーツ 545 他に分類されないスポーツ 1 1
55 マスメディア利用
551 読書 1 1
552 新聞・雑誌 1 1
553 テレビ 1 1
554 メディア・DVD 2 959
その他 2 2
56 休憩・くつろぎ 561 休憩・くつろぎ 1 1
その他
A 未分類の行動 A 未分類の行動 12 12
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集計時間」と「② A レコード数」が r＝0．40の中





















































せについては，「① A 集計時間」と「① B 集計
時間の平均値に対する増減率について2012年と2016
年の差」，「② A レコード数」と「② B レコード
数の平均値に対する増減率について2012年と2016年







と「③ A 細分化された行動の個数」が r＝0．78と
強い相関を示し，「② B レコード数の平均値に対
する増減率について2012年と2016年の差」と「③ C
細分化された行動の2012年と2016年の差」が r＝
0．53の中程度の正の相関を示した。
8．5 3つの要素と3つの観点に着目した相関
以上の36種類の組み合わせの相関を検討した結
果，異なる3つの要素と同じ観点の組み合わせの場
合，9種類の組み合わせのうち，6種類に中程度の
正の相関，3種類に強い正の相関が見られた。ま
た，3つの要素が同じか異なるかに関わらず，（B）
2012年と2016年の増減率と（C）2012年と2016年の
差の組み合わせの場合，9種類の組み合わせのう
ち，3種類に中程度の正の相関，3種類に強い正の
相関が見られた。
以上の組み合わせ以外には，中程度の正の相関が
ある組み合わせが2種類，強い正の相関がみられる
組み合わせが1種類あった。
9．まとめ
9．1 年別の記録数の増加と利用者の習熟度
年別の記録数を集計した結果，②レコードの個
数，③レコード内の細分化された行動の個数，④タ
イムスタンプの個数はいずれも2012年から2015年ま
では年ごとに増加し，2016年には減少に転じたこと
がわかった。利用者が行動記録ツールの利用を重ね
ることでツールの習熟度が増し，分類別行動や行動
の細分化，時刻の入力などの操作が向上したが，2016
年にはある程度の上限に達したと推察される。2016
年の分類別行動については，特に，「11主な仕事関
連」についての②レコードの個数，③レコード内の
細分化された行動の個数，④タイムスタンプの個
数，それぞれの減少が全体の個数の減少に最も影響
を与えた。
行動記録ツールの利用は現在も継続中であるた
め，利用年数に応じて年別に記録される情報の個数
がどの程度増減するか今後も確認したい。
9．2 記録された情報の3つの要素と3つの観点の
組み合わせについての相関
武市泰彦
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行動記録ツールで記録した情報について，①集計
時間，②レコードの個数，③レコード内の細分化さ
れた行動の個数，の3つの要素を対象に，（A）そ
れぞれの数値，（B）それぞれの平均値に対する2012
年と2016年の増減率，（C）2012年と2016年の差，
の3つの観点の組み合わせから相関を取った。その
結果，異なる3つの要素と同じ観点の組み合わせの
場合，6種類に中程度の正の相関，3種類に強い正
の相関が見られた。また，3つの要素が同じか異な
るかに関わらず，観点（B）と観点（C）の組み合
わせの場合，3種類に中程度の正の相関，3種類に
強い正の相関が見られた。
今回の研究では，生活基本調査の中分類による15
分類について分析を行ったが，生活基本調査の小分
類による23分類や，被験者独自の分類による138分
類の行動，さらに微細な2342分類の行動について，
①集計時間，②レコードの個数，③レコード内の細
分化された行動の個数，の3つの要素を対象に分析
を行うことで，それぞれの行動の相関や関連性がさ
らに明確になると考えられる。
9．3 時系列でのパターンの抽出と行動の最適化
本研究での行動記録ツールは分類別行動を時系列
で記録しており，1日の生活時間のパターンを週
別，月別などの単位で平均化し可視化することが容
易である。
また，24時間という単位での行動のパターンに限
らず，数時間，数十分という単位で何らかの課題を
解決するための特定の行動を見出すという視点か
ら，細分化された行動のセットを特定の行動のパ
ターンとして取り出すことが可能である。
この場合，対象とする行動は時系列で記録され，
かつ，細分化された行動のセットから構成されてお
り，時系列で取り出された個々の行動について，有
用な行動か不要な行動に分類し，不要な行動を取り
除くことで最適化が可能となる。また，それらの行
動を時系列に見ることで，行動を効率的な時系列に
並び替え，行動のパターンを最適な順に再構成する
ことが可能となる。
このような手法で，特定の時間を要する行動パ
ターンを最適化することにより，同じ行動を後日行
う際に，最適化された行動パターンを参照し再利用
することで，行動の合理化が行えると考えられる。
今後の課題として，特定の行動のセットについて，
行動を複数回繰り返された場合に細分化された行動
の所要時間がどのように推移するかデータを収集
し，行動パターンの最適化がどのように可能となる
か検討してみたい。
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リアルタイムでの分類別行動の収集を目的とする生活行動記録ツールの開発
― ８１ ―
抄 録
一個人の24時間の生活行動を記録する場合，調査票やライフログアプリケーションを用いる方法
が一般的である。しかし，詳細な生活行動を対象とする場合，記録を分析する時点で，生活行動の
分類と時間の整合性の確認に多くの時間と労力が生じる。本研究の目的は，利用者が自身の詳細な
生活行動をリアルタイムに分類し，時系列で簡易に記録できるツールを開発することである。
開発した行動記録ツールは，使用前にユーザーの過去の生活行動から分類別行動を抽出する。抽
出した行動から1個ないし2個のキーワードで分類別行動を記述し，ユーザーに最適化した分類別
行動リストを作成する。リストから記録する行動をユーザーが選択することで，記録の効率化を図
る。
2012年から2016年までの5年間にわたり行動記録ツールを使用し，分類別行動の収集を行った。
分類別行動のそれぞれについて，1）集計時間，2）行動の個数，3）細分化された行動の個数，4）
時刻の個数，の4種のデータの分析を行った。
分析の結果，4種のデータのうち，2），3），4）については年別に漸次増加し，2012年と2016
年を比較した場合，それぞれ127．1％，137．1％，140．6％と増加した。分類別行動の年別推移につ
いては，1）集計時間と2）行動の個数の間には ｒ＝0．40の中程度の正の相関があった。また，1）
集計時間と3）細分化された行動の個数の間には ｒ＝0．42の中程度の正の相関があった。
これらの結果は，開発した行動記録ツールが一個人の生活行動をリアルタイムに分類し，時系列
での記録と時間の集計を支援する可能性を示す。
キーワード：リアルタイム，生活行動，時間計測，ライフログアプリケーション，日常管理，分類
別行動
武市泰彦
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